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時代区分は次のとおりである。第 1 期（第 1 章）は「コミュニティワークの源
流」とし、19 世紀末まで、第 2 期（第 2 章）は「コミュニティワークの萌芽期」
とし、1900 年代初頭から 1940 年代中葉まで、第 3 期（第 3 章）は「コミュニテ
ィワークの理論形成期」とし、1940 年代中葉 1960 年代初頭まで、第 4 期（第 4
章）は「コミュニティワークの発展期」とし、1960 年代中葉から 1970 年代まで、
第 5 期（第 5 章）は「コミュニティワークの転換期」とし、1980 年代から 1990
年代初頭まで、第 6 期（第 6 章）を「コミュニティワークの拡大期」とし、1990
年代中葉から 2000 年中葉までと区分した。
























































































た。その後、2002 年と 2004 年の改訂を経て、実践を基盤とする資格取得ルート
と学術資格との関連性が明確にされ、学習する内容も細かに決められた。NOS、
NVQ の開発により、コミュニティワークはソーシャルワークやユース・コミュニ
ティワークという領域とは別の新たな職業領域に形成されつつある。
以上の研究を通して、本研究の目的であった①コミュニティワークの目的や視
点の変遷、②コミュニティワークの理論やモデルおよびアプローチ形成の背景や
過程、③第地域再生におけるコミュニティワークの問題や実践課題から示唆、④
専門性の向上への取り組みと教育・訓練の体系化の過程と今後の課題を考察した。
